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高度なバリアフリー化のイメージ図

全体整備計画図

重点整備地区
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自律移動支援プロジェクト実証実験
ユニバーサル社会の実現のための社会基盤づくりを目指します。

官庁施設のバリアフリー化
新築・既存の官庁施設のバリアフリー化を推進します。

④バリアフリー・ユニバーサルデザイン

＊1 ユビキタスネットワークとは、生活や社会の至る所で、何ら制約を受けず、自由に、ストレスなく、安心して利用できる情報通信ネットワークや通信サービス
の環境のことをいいます。 

＊2 ICタグとは、数ミリ程度のICチップと、データを送受信するためのアンテナを内蔵したタグのことをいいます。ICチップには、モノを識別するための情報な
どを格納でき、無線を使って読み出すことが可能です。 

＊3 無線マーカーとは、専用携帯端末を持った利用者が近づくと専用携帯端末が情報を自動的に受信する、路上等に設置された情報発信端末をいいます。 

用語解説

＊4 バリアフリーとは、高齢者・障害者等が社会生活していく上での物理的、社会的、
制度的、心理的及び情報面での障害を除去するという考え方をいいます。また
ユニバーサルデザインとは、「ユニバーサル（普遍的な、全体の）」という言葉が
示しているように、「すべての人のためのデザイン」を意味し、年齢や障害の有無
等にかかわらず、すべての人が平等に利用可能であること念頭に置いたデザイ
ンをいいます。 

用語解説

　「ユニバーサル社会」の実現のた

め、ユビキタスネットワーク技術＊1を使っ

て、「移動経路」、「交通手段」、「目的

地」等の情報について、「いつでも、ど

こでも、だれでも」アクセスできる環境を

つくることを目的としています。 

　高齢者や障害者、子供連れを含む

全ての人 の々利用に、よりきめ細かく配

慮したバリアフリー＊4化のための施策

を推進します。 

　新築のみならず、既存施設のバリア

フリー改修にも積極的に取り組んでい

ます。 

　実証実験エリア内に情報提供装置

（ＩＣタグ＊2、無線マーカー＊3等）を設置

し、携帯端末に音声や画像で移動経

路、交通手段、目的地等の情報を提

供します。 

　平成17年度は、神戸市内において

本格的な実証実験を行います。その

結果を踏まえ、平成18年度以降各地

に展開する予定です。 

平成17年度の整備内容

概　要

概　要

自律移動支援プロジェクト

官庁施設のバリアフリー化

神戸市
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

すべての官庁施設
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重

地区の現況

改善イメージ

コーポラティブ住宅
＊1
等様々な住

民参加手法を活用し、住環境の
改善を促進します。

寝屋川市萱島東地区
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

神戸港新港地区
福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 三重和歌山奈良

整備済地域

福井 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 三重

台風18号による越波被害の様子
（神戸大橋付近）

＊1 コーポラティブ住宅とは、住宅の購入を考えてい
る人たちが集まり、共同で土地を購入し、自分た
ちで設計と工事を発注し、住む側の要望に沿っ
て作られる住宅のことをいいます。 

用語解説

密集市街地の緊急整備
密集市街地の改善など防災上安全なまちづくりを目指します。
（都市再生プロジェクト第3次決定）

臨海部人口集積地の高潮災害に対する安全対策
高潮等の危険が特に高い地域における防護水準の確保を推進します。

③市街地の防災性の向上

　当地区は平成16年4月13日に都市

再生本部で都市再生緊急整備地域

の第4次指定を受けており、平成17年

度には翌年度早期の道路整備着手

に向け、老朽建築物の除却、市道萱

島3号線、萱島4号線の用地取得を進

める予定です。 

概　要 平成17年度の整備内容

寝屋川市萱島地区

神戸港新港地区

　密集市街地である大阪府寝屋川

市萱島東地区は、住宅の大半が高度

経済成長期に建設された文化住宅や

長屋住宅等の木造賃貸住宅であり老

朽化が進んでいます。この地域におい

て、木造賃貸住宅等の建替えにより建

物の不燃化促進を図るとともに、幹線

道路・主要生活道路等の整備促進、

公園や拠点的開発地区の整備により

避難空間の確保、消防水利の整備等

安全で快適に暮らせる魅力あるまちづ

くりを支援しています。 

　平成１６年の台風被害を踏まえ、国、

神戸市等の関係機関により「神戸港

における高潮対策検討会」を設置し

高潮対策を推進していきます。 

概　要 平成17年度の整備内容

　平成１６年の台風にみられるように、

高潮・高波は臨海部の人口集積地に

様 な々影響を及ぼ

してきました。特

に、人口・資産が

集積する港背後

の臨海部は、従前

から地盤高が低

く、絶えず高潮災

害の危険性にさら

されています。今

後は、防潮堤整備等の海岸防護を重

点的に推進していきます。 

高潮により市街地が冠水
（平成16年台風18号）防潮堤整備イメージ

住宅市街地総合整備事業（密集住宅市街地整備型）

防潮壁

すべての情報を１つ
の携帯端末で入手

目的地へ安心して確実に
到着できる環境づくり

アイランドセンター駅神戸市役所・神戸合同庁舎

ファッションマートビル

住吉川

生田川
新神戸駅

センター街・元町商店街

旅客船ターミナル・かもめりあ周辺

市民広場駅

旧居留地内

さんちか

三宮駅

神戸空港

平成17年度本格実証実験エリア（案）

窓口事務室も自動扉を設置低層庁舎へＥＶ設置

玄関自動扉

緩やかな階段

幅の広い廊下

多機能トイレ

点字ブロック車椅子用駐車場


